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請求書エラーメッセージカテゴリ化 

生成 AI - (NP-38941) 

一般提供予定: 2024 年 11 月 
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対象ソリューション: 

SAP Business Network 

イネーブルメントモデ

ル: 

顧客による設定 

オーディエンス: 

サプライヤ 

主な利点 

 

• サプライヤは、大量の拒否理由を読み込んで

理解するのではなく、理解しやすく、実用的

な正確な拒否カテゴリにアクセスできるよう

になったため、是正措置に要する時間が短縮

されます。 

機能の説明 

 

• 外部請求書処理システムからの請求書拒否は、半構造

形式の複数の拒否理由で構成されます。これらの拒否

は、入力されたユーザと、システムで生成された拒否

理由で構成されます。 

• 請求書エラーの分類とは、これらの外部却下を異なる却下

カテゴリに分離して分類し、大規模言語モデルによる各却

下に固有の正確な情報を抽出することです。適用可能な場

合、これらの拒否カテゴリは、外部請求書処理システムか

らの例外タイプを表します。 

• 分類却下により、サプライヤに対し、却下に関連する

却下レベル (汎用、ヘッダー、行)、却下の詳細 (明細番

号、品番、説明)、却下カテゴリ、および請求書フィー

ルドに関する正確な情報が提供されます。 

• Business Network で生成される拒否カテゴリは、請求書登

録時の拒否分析、拒否解決の推奨、および最終的なエラ

ー検出に関連するすべての将来の使用ケースの基礎ユニ

ットです。 
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ユーザストーリー 

 
• サプライヤは、請求書ドキュメント内で GenAI 機能を使用して、詳細な却下理由を簡潔で直観的な却下カテゴリに変換し、 

分析 

• 基本的なプロセスステップは以下のとおりです。 
• 請求書に対する生成 AI の優先設定の有効化 (1 回) 
• ［却下済みの請求書］タイルに移動し、請求書を選択します。 
• 'AI によるエラーのシンプル化' の有効化 
• 詳細な拒否テキストから生成された拒否カテゴリを表示します。 

• この機能により、詳細な却下テキストが簡潔で理解しやすく、実用的な却下カテゴリに自動的に変換されます。 

• その結果、請求書が却下されたすべての理由を確認し、迅速なアクションを実行することができます。 
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有効化の手順および注記 

 
• サプライヤは請求書に対して生成 AI 設定を有効化する必要があります。 
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前提条件、制限事項、注意事項 

 
前提条件 
 none です。 

制限 

 none です。 

注意 
 none です。 
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機能の詳細 

 
• ソリューションの仕組み: 

• 請求書の一般 AI 優先の有効化 (1 回) 
• ［却下済みの請求書］タイルに移動し、請求書を選択します。 
• 'AI によるエラーのシンプル化' の有効化 
• 詳細な拒否テキストから生成された拒否カテゴリを表示します。 

• ソリューションの制限: 
• none です。 

• 以下のスライドでは、このシナリオのシステムナビゲーションについて説明します。 
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機能ナビゲーション - ステップ 1 
[却下済みの請求書] タイルに移動する 
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機能ナビゲーション - ステップ 2 
選択した請求書の元の却下理由を表示し、請求書で GenAI 機能を有効化する 

 
 
 

 
ロー入力としての請求書の詳細拒否テ

キスト 

Invoice の GenAI 機能を

有効化 
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機能ナビゲーション - ステップ 3 
GenAI では、簡潔なヘッダーおよび明細レベルの却下カテゴリが生成されます。 

 
 

 

 
 

 

 

生成 AI によるヘッダレベル拒否カテゴリの

登録 

明細レベルの拒否カテゴリも自動生成され
ます 



 

ありがとうございます。 

 
Pushpendu Sarkar (p.sarkar@sap.com) 
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フォローをお願いします。 
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